
 

皮膚バリア科学やスキンケア製品の未来について考える上で非常に役立つと思

います。特に、消費者のニーズやトレンド、製造技術革新、持続可能性と環境への

配慮など、現代のスキンケア市場において重要な要素を網羅しています。 

 

 

皮膚科学の進歩に寄与する研究報告書 
 

皮膚バリア科学の視点から見るスキンケア製品の未来： 

従来のビジネスモデルの持続可能性を問う 

 
皮膚バリア科学の視点から見ると、メーカー推奨のトラブル別スキンケ

ア製品の使用と「化粧水・乳液・クリーム」の基本 3点セットの保湿ケ

ア方法というビジネスモデル（対処法）はこれからの時代に生き残れる

かどうかについては、いくつかの要因が関わってきます。 

 

1. 科学的根拠と効果  

メーカー推奨のトラブル別スキンケア製品や「化粧水・乳液・クリ

ーム」の基本 3点セットの保湿ケア方法は、科学的に効果がある

と証明されていますが、その効果はあくまで一時的です。一時的

な効果で「良い」とする今までのビジネスモデルは、これからも信

頼性を持ち続けるでしょうか。例えば、化粧水は肌に水分を補給

し、乳液はその水分を閉じ込める役割を果たします。それだけで、

消費者は商品を購入し続けるでしょうか。 

 

2. 消費者のニーズとトレンド 

消費者のニーズやトレンドも重要です。最近では、シンプルなス

キンケアやオーガニック製品への関心が高まっています。効果が

一時的であっても「良い」とするビジネスモデルは、本当に消費者

のニーズに合っているのでしょうか？消費者はトラブルを繰り返さ

ないシンプルケアを求めているのではないでしょうか。効果が一

時的であっても、トラブルを繰り返してもよいのでしょうか。 

 

3. 製造技術革新と研究 

皮膚バリア科学の進歩や新しい製造技術の導入もビジネスモデ

ルの将来性に影響を与えます。例えば、製造技術の研究が進む

ことで、リノール酸を含有し、合成界面活性剤を使用しないエマル

ジョン化粧品が簡単に開発される可能性があります。しかし、現

在の市場ではそのような製品を見つけることは至難の業です。 

 

4. 持続可能性と環境への配慮 

環境への配慮や持続可能な製品の開発も重要です。消費者は

環境や肌に優しい合成界面活性剤不使用の保湿製品を求める

傾向が強まっており、これに対応することでビジネスモデルの競

争力が高まります。 

 

これらの要因を総合的に考慮すると、従来の化学薬剤中心のメーカー

推奨のトラブル別スキンケア製品や基本 3 点セットの保湿ケア方法が、

これからの時代に生き残れない可能性が高いと言わざるを得ません。 


